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徳
富
蘇
峰（
評
論
家
）﹇
2
﹈、齋
藤
茂
吉（
歌
人
）﹇
4
﹈や
城
ケ
島
か

ら
投
函
さ
れ
た
北
原
白
秋（
歌
人
）の
賀
状﹇
5
﹈、宮
仕
え
の
身
を

憂
う
漢
詩
を
添
え
た
横
川
唐と

う

陽よ
う（

軍
医
・
漢
詩
人
）の
賀
状﹇
6
﹈
な

ど
、そ
の
表
情
、内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。使
わ
れ
て
い
る
言
葉

だ
け
で
な
く
、紙
質
、活
字
、落
款
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
工
夫

が
凝
ら
さ
れ
、差
出
人
各
々
の
個
性
が
表
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

当
時
の
世
相
や
社
会
的
状
況
も
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
て
、歴

史
資
料
と
し
て
も
興
味
深
い
も
の
で
す
。

　
新
し
い
年
の
初
め
に
届
い
た
小
さ
な
は
が
き
を
通
し
て
、公

人
、そ
し
て
作
家
と
し
て
常
に
時
代
の
中
心
に
身
を
置
い
た
鷗
外

と
文
人
た
ち
と
の
交
流
を
ご
覧
下
さ
い
。
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1
│
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た
の
は
、郵
便
制
度
が
整
い
は
じ
め
た
明
治
12
年
頃
か
ら
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
館
に
は
、明
治
25
年
に
森
鷗
外
と
弟
篤と

く

次じ

郎ろ
う

に
届
い
た
、

落
合
直な

お

文ぶ
み（

歌
人
）の
賀
状
を
は
じ
め
、鷗
外
へ
の
賀
状
が
80
葉
あ

ま
り
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。差
出
人
は
、軍
人
や
学
者
の
み
な

ら
ず
小
説
家
や
詩
人
、歌
人
、俳
人
、画
家
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、鷗
外
の
生
涯
を
通
じ
た
多
彩
な
活
躍
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
明
治
39
年
1
月
12
日
、戦
場
よ
り
観
潮
楼
に
戻
っ
た
鷗
外
を

待
って
い
た
の
は
、小お

山さ

内な
い

薫か
お
る（

劇
作
家
）﹇
1
﹈そ
し
て
平
野
萬ば

ん

里り
（
歌
人
）

﹇
3
﹈の
賀
状
で
し
た
。翌
13
日
、薫
の
妹
八や

千ち

代よ
（
小
説
家
）﹇
オ
モ
テ
﹈は
、

鷗
外
に
再
会
し
た
喜
び
の
こ
も
っ
た
賀
状
を
送
っ
て
い
ま
す
。

﹇
交
通
案
内
﹈＊
一
般
の
駐
車
場
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

電 

車 
○ 
東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線「
千
駄
木
」駅
1
番
出
口
徒
歩
5
分

  

○ 

東
京
メ
ト
ロ
南
北
線「
本
駒
込
」駅
1
番
出
口
徒
歩
10
分

  

○ 

都
営
三
田
線「
白
山
」駅
A
3
番
出
口
徒
歩
15
分

 

バ 

ス 

○ 

都
営
バス
草
63
番
系
統「
千
駄
木
一
丁
目
」下
車
徒
歩
1
分

  

○ 

都
営
バス
上
58
番
系
統「
団
子
坂
下
」下
車
徒
歩
5
分

  

○ 

B
ー
ぐ
る
千
駄
木
・
駒
込
ル
ー
ト

 
 

 

「
18
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
駄
木
の
郷
」下
車
徒
歩
5
分

本駒込駅

薮下通り

不忍通り

大
観
音
通
り

千
駄
木
一
丁
目

駒込学園

団
子
坂
下

三
崎
坂

本郷図書館
千代田線

三
田
線

南北線

至
根
津

至
東
大
前

至
春
日

至
千
石

至
駒
込

至
西
日
暮
里

特
養
ホ
ー
ム

千
駄
木
の
郷

白山駅

A3番出口

1番出口

千駄木駅

東洋大学

おにぎり屋

コ
ン
ビ
ニ

銀行

第八
中学校 汐見

小学校

光
源
寺

白
山
神
社

1
番
出
口

バス停

会
期
─
平
成
25
年
11
月
29
日﹇
金
﹈│
平
成
26
年
1
月
26
日﹇
日
﹈

開
館
時
間
─
午
前
10
時
│
午
後
6
時（
最
終
入
館
午
後
5
時
半
）

休
館
日
─
12
月
24
日﹇
火
﹈、12
月
29
日﹇
日
﹈か
ら
1
月
3
日﹇
金
﹈

観
覧
料
─
一
般
3
0
0
円（
20
名
以
上
の
団
体
は
2
4
0
円
）

＊
中
学
生
以
下
無
料
／

障
が
い
者
手
帳
ご
提
示
の
方
と
同
伴
者
1
名
ま
で
無
料

　
お
よ
そ
百
年
前
の
明
治
39
年
・
午う

ま

の
年
、森
鷗
外
は
日
露
戦

争
の
戦
場
か
ら
帰
還
し
ま
す
。
明
治
か
ら
大
正
へ
│
、急
速
な

近
代
化
に
ゆ
れ
る
時
代
の
中
で
、鷗
外
は
多
く
の
作
品
を
執
筆

し
ま
す
が
、そ
の
理
想
に
は
常
に
国
家
と
個
人
、軍
医
と
作
家

と
い
う
ふ
た
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
本
展
で
は
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
収
蔵
の
コレ
ク
ション

の
中
か
ら
、当
時
の
文
人
の
手
に
よ
る
も
の
や
、平
成
26
年

の
干
支
で
あ
る
午
年
に
ち
な
ん
だ
も
の
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な〈
鷗
外
へ
の
賀
状
〉を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
新
春
の
風
物
詩
で
あ
る
年
賀
状（
賀
状
）

が
一
般
的
に
や
り
取
り
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

佐
佐
木
信
綱
の
賀
状
。

鷗
外
は
日
露
戦
争
の
戦
場
へ

信
綱
に
贈
ら
れ
た

万
葉
集
を
携
え
て
いっ
た
。

日
時
─
12
月
7
日﹇
土
﹈午
後
2
時
―
4
時

文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
2
階
講
座
室
／

無
料
／

定
員
50
名（
事
前
申
込
制
）

﹇
申
し
込
み
方
法
﹈

往
復
は
が
き
─
往
信
に「
12
月
7
日
講
演
会
」・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・

電
話
番
号
を
、返
信
用
に
は
、住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、森
鷗
外
記
念

館
の
左
記
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館「
展
示
関
連
講
演
会
」受
付
係 

宛

Ｅ
メ
ー
ル
─
件
名
に「
12
月
7
日
講
演
会
」、本
文
に
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電

話
番
号
・
Ｅ
メ
ー
ル
を
明
記
の
上
、bm

k-event@
m

oriogai-kinenkan.jp

宛
て

に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

11
月
25
日﹇
月
﹈必
着
　
＊
申
し
込
み
は
、1
通
に
つ
き
1
名
様（
お
一
人
様
1
通
ま
で
）、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
﹈

展
示
室
2
に
て
当
館
学
芸
員
が
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。

平
成
25
年
12
月
11
日
、25
日
、平
成
26
年
1
月
8
日
、22
日﹇
い
ず
れ
も
水
曜
日
﹈

各
回
午
後
2
時
か
ら（
30
分
程
度
）／
申
し
込
み
不
要（
展
示
観
覧
券
が
必
要
で
す
）。

中
央
郵
便
局
の
あ
る
風
景（
明
治
末
）。﹇
国
立
国
会
図
書
館
蔵
﹈

「
鷗
外
宛
年
賀
状
」を
読
む

山
崎
一
穎
﹇
森
鷗
外
記
念
会
会
長
、跡
見
学
園
理
事
長
﹈

関
連
講
演
会 

文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館

 
コ
レ
ク
ション
企
画

鷗
外
へ
の
賀
状


